
日南町第５回臨時H30年７月13日
日南町告示第35号
　平成30年第５回日南町議会臨時会を次のとおり招集する。
　　　平成30年７月６日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日南町長　増　原　　　聡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
　招集年月日　　平成30年７月13日
　招集場所　日南町役場庁舎　議場
　付議事件
　　１．工事請負契約の締結について（福栄地域振興センター新築工事）
　　２．工事請負契約の締結について（日南町デジタル防災行政無線（同報系・移動系）
整備工事）
　　３．平成30年度日南町一般会計補正予算（第４号）
　　　　───────────────────────────────
○開会日に応招した議員
　　　　　　　山　本　芳　昭君　　　　　　　　　　　坪　倉　勝　幸君
　　　　　　　荒　木　　　博君　　　　　　　　　　　近　藤　仁　志君
　　　　　　　惠比奈　礼　子君　　　　　　　　　　　久　代　安　敏君
　　　　　　　大　西　　　保君　　　　　　　　　　　足　羽　　　覚君
　　　　　　　古　都　勝　人君　　　　　　　　　　　福　田　　　稔君
　　　　　　　村　上　正　広君
　　　　　───────────────────────────────
○応招しなかった議員
　　　　　　　な　し
　　　　───────────────────────────────
────────────────────────────────────────
　　　平成30年　第５回（臨時）日　南　町　議　会　会　議　録（第１日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成30年７月13日（金曜日）
────────────────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　議事日程（第１号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成30年７月13日　午前９時開会
日程第１　会議録署名議員の指名
日程第２　会期の決定
日程第３　議案第60号　工事請負契約の締結について（福栄地域振興センター新築工事）
日程第４　議案第61号　工事請負契約の締結について（日南町デジタル防災行政無線（同
報系・移動系）整備工事）
日程第５　議案第62号　平成30年度日南町一般会計補正予算（第４号）
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　本日の会議に付した事件
日程第１　会議録署名議員の指名
日程第２　会期の決定
日程第３　議案第60号　工事請負契約の締結について（福栄地域振興センター新築工事）
日程第４　議案第61号　工事請負契約の締結について（日南町デジタル防災行政無線（同
報系・移動系）整備工事）
日程第５　議案第62号　平成30年度日南町一般会計補正予算（第４号）
　　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　　出席議員（11名）
　　　　　　２番　山　本　芳　昭君　　　　　　３番　坪　倉　勝　幸君
　　　　　　４番　荒　木　　　博君　　　　　　５番　近　藤　仁　志君
　　　　　　６番　惠比奈　礼　子君　　　　　　７番　久　代　安　敏君
　　　　　　８番　大　西　　　保君　　　　　　９番　足　羽　　　覚君
　　　　　　10番　古　都　勝　人君　　　　　　11番　福　田　　　稔君
　　　　　　12番　村　上　正　広君
　　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　欠席議員（なし）
　　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　欠　　員（１名）
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　　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　事務局出席職員職氏名
局長　───────　岩　崎　昭　男君　　書記　───────　花　倉　順　也君
　　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　説明のため出席した者の職氏名
町長　───────　増　原　　　聡君　　副町長　──────　中　村　英　明君
総務課長　─────　木　下　順　久君　　企画課長　─────　實　延　太　郎君
農林課長　─────　久　城　隆　敏君　　建設課長　─────　財　原　　　積君
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　午前９時００分開会
○議長（村上　正広君）おはようございます。
　ただいまの出席は１１名であります。定足数に達していますので、平成３０年第５回日
南町議会臨時会を開会いたします。
　直ちに本日の会議を開きます。
　本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。
　タブレットの報告書ファイルをお開きください。地方自治法第１２１条の規定により、
本臨時会に出席を求めた者は、１ページの報告書のとおりであります。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１　会議録署名議員の指名
○議長（村上　正広君）日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。
　会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、議長において、１０番、古都勝
人議員、１１番、福田稔議員の２名を指名いたします。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第２　会期の決定
○議長（村上　正広君）日程第２、会期の決定を議題といたします。
　お諮りいたします。本臨時会の会期は、本日１日といたしたいと思いますが、これに御
異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、本臨時会の会期は、本日１日と
決定をいたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
○議長（村上　正広君）ここで執行部からの発言が求められていますので、これを許しま
す。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）おはようございます。
　御承知のとおり、１週間前の西日本豪雨からちょうど１週間目を迎えました。先週の金
曜日から土曜日にかけまして、非常に日南町でもたくさんの雨がありまして、多分鳥取県
西部では一番の被害だというふうに思っております。
　きょうの議会におきまして、補正予算をお願いをしております。今のところ大体日南町
内で２６０件余りの災害の箇所が出ております。これについては、災害対応の補助対応に
なるもの、そして補助対象にはならないけれども、町の単独災害の対象になるもの、そし
て全く自主的な復旧をお願いするものというふうに多分これから分けていく作業が大変急
がれるというふうに思っております。
　また、昨日でありますけども、鳥取県の平井知事におかれましては、１８億２，３００
万円の補正予算の専決処分をされました。これにあわせまして、場合によりましては、日
南町でも専決処分、また予算の流用等も必要になってくるかというふうに思っております
ので、その辺についても御配慮、御理解をいただきたいというふうに思います。
　この場をかりまして、本当に町内外、今回被害に遭われた方、また亡くなられた方に心
から御冥福なりお見舞いを申し上げる次第であります。
　日南町も相当被害はございましたけども、幸いにも住家の大きな被害、そして人的な被
害はなかったというふうに思っております。隣接の岡山県や広島県におかれましては非常
な被害があっております。日南町も被害を受けておりますけども、隣接の、今、新見市の
ほうでは、行方不明者１名、また、まだ断水状況が続いております。今週からずっと職員
のほうで給水の援助を行っておりますけども、まだ断水が解決してないということで、建
設課のほうを中心に、この週末、３連休も今のところ給水支援を行うようにしておりま
す。また、広島県三原市のほうからは、一般廃棄物の収集について協力依頼が来ておりま
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すので、日南町清掃センターの皆さんの御協力も得ながら、２日間程度、支援をしてまい
りたいというふうに思っております。
　いずれにいたしましても、町内外の災害に対して早急なる復興、それからそれの支援と
いうふうなことを心がけてまいりたいというふうに思っておりますので、議会の皆様、ま
た町民の皆様につきましても御協力、御理解をいただくようにお願いをして、今回の臨時
議会の冒頭の挨拶とさせていただきます。よろしくお願いいたします。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第３　議案第６０号
○議長（村上　正広君）タブレットの議案書ファイルの２ページをお開きください。日程
第３、議案第６０号、工事請負契約の締結について（福栄地域振興センター新築工事）を
議題といたします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）タブレット報告議案ファイル２ページの議案第６０号、工事請負
契約の締結について（福栄地域振興センター新築工事）。工事請負契約の締結について。
次のとおり工事請負契約を締結することについて、地方自治法第９６条第１項の規定によ
り、本議会の議決を求めるものでございます。
　工事名といたしましては福栄地域振興センター新築工事、工事場所は日南町福塚９９２
番地外であります。契約の相手方は、日野郡日南町霞７６０番地１、有限会社大生建設代
表取締役、川田嗣男でございます。契約金額は、消費税込みで８，９１０万円でありま
す。工事請負契約の締結の方法といたしましては、指名競争入札であります。
　以上であります。よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）木下総務課長。
○総務課長（木下　順久君）失礼いたします。私のほうから追加して説明をさせていただ
きます。
　契約締結の方法を指名競争入札としておりますが、今回、町内３社の指名によりまし
て、応札３社で入札を執行しております。ちなみに、工期につきましては、契約議決の翌
日から平成３１年２月の１日までとしております。以上です。
○議長（村上　正広君）これより本案に対する質疑を許します。
　７番、久代安敏議員。
○議員（７番　久代　安敏君）指名競争入札で３社応札があったということですけども、
当初予算では１億の予算組んでおられましたけども、計算すればわかりますけども、最終
的な落札率は幾らだったかということを示してください。
○議長（村上　正広君）中村副町長。
○副町長（中村　英明君）落札率は、報告書にも載せておりますけれども、９７．１７％
だったというふうに思っておりますし、あと、この関連ですけれども、外構工事がありま
すので、その辺であわせると予算額に近い形の数字を予定しております。以上です。
○議長（村上　正広君）ほかにありませんか。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（村上　正広君）以上で質疑を終結いたします。
　これより討論、採決を行います。
　日程第３、議案第６０号、工事請負契約の締結について（福栄地域振興センター新築工
事）の討論を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）討論を終結いたします。
　これより採決を行います。
　議案第６０号は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決され
ました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第４　議案第６１号
○議長（村上　正広君）タブレット３ページをお開きください。日程第４、議案第６１
号、工事請負契約の締結について（日南町デジタル防災行政無線（同報系・移動系）整備
工事）を議題といたします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
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　増原町長。
○町長（増原　　聡君）タブレット報告議案ファイルの３ページでございます。議案第
６１号、工事請負契約の締結について（日南町デジタル防災行政無線（同報系・移動系）
整備工事）でございます。次のとおり工事請負契約を締結することについて、地方自治法
第９６条第１項の規定により、本議会の議決を求めるものでございます。
　工事名は日南町デジタル防災行政無線（同報系・移動系）の整備工事であります。工事
場所は日南町全域、契約の相手方は広島市中区八丁堀５番７号、パナソニックシステムソ
リューションズジャパン株式会社中国社、社長、今井克博でございます。契約金額は３億
７，１５２万円、税込みでございます。契約締結の方法は指名競争入札でございます。
　この事業につきましては、先般の定例議会で債務負担行為をしておりますように、２年
間にわたっておりますので、今回の契約がパナソニックシステムによりまして来年も継続
をして工事をするということで御理解をいただきたいと思っております。
　なお、現在の移動系、同報系の機器もパナソニック、いわゆる松下の機器でありますの
で、参考までに申し述べておきます。
○議長（村上　正広君）木下総務課長。
○総務課長（木下　順久君）失礼いたします。私のほうからあわせて説明をさせていただ
きたいと思います。
　今回、指名競争入札でございますけども、７社指名による指名競争入札として行いまし
たけども、最終的に応札が３社でございました。３社での入札ということでお願いしたい
と思います。
　ちなみに、工期につきましては、契約議決の翌日から平成３２年３月２０日までという
ことで、先ほど町長、説明しましたとおり、２カ年にわたる工事となっております。
　また、落札の率につきましては、本日の報告書にも載せておりますとおり、
７１．６７％でございました。以上です。
○議長（村上　正広君）これより本案に対する質疑を許します。
　８番、大西保議員。
○議員（８番　大西　　保君）当初予算では、整備工事ですが、３億１，８００万の予算
が出ておりますが、今回は４億８，０００万の入札のときの金額で、最終入札は３億
７，０００万になっておりますけども、この４億８，０００万というのは、デジタルの関
係の総予算の中の、もともと３億１，８００万でした。それが４億８，０００万になって
くるいうことは、３億に対して４億になったのか、トータルの工事の関係で割合的にそこ
になったのか、ちょっとその辺の確認だけなんですが。
○議長（村上　正広君）木下総務課長。
○総務課長（木下　順久君）今回、発注４億８，０００万は総事業費のベースでございま
す。ですので、本年度、３０年度当初予算でいただいた３億１，８００万ほど、それと
３１年度の債務負担行為でいただいております３億２，０００万ほどと合わせまして６億
４，０００万円を想定をした事業費が設計段階で４億８，０００万、そして今回入札で３
億７，０００万に落札が決まったということでございます。
○議長（村上　正広君）８番、大西保議員。
○議員（８番　大西　　保君）わかりました。
　この工事につきまして、以前もちょっと入札のときに質問したんですが、設計業務の会
社、それから施工監理委託料、それから今回の整備工事ということで、３社ですが、その
３社のつながりというのは何かあるんでしょうか。
○議長（村上　正広君）中村副町長。
○副町長（中村　英明君）つながりというお話でしたけど、基本的には設計会社は設計会
社、そして監理会社は監理会社、いわゆる工事を施工する間における監理をお願いをする
ということでありまして、実際、工事は今回メーカー側を発注しておりますので、メーカ
ーの落札業者の施工をしっかりとしていただきながら、そこの進捗状況なり事前確認なり
を監理業者が責任を持って、町が委託をして施工するという流れになっておりますので、
つながりといいますのは、そういうつながりであります。
○議長（村上　正広君）８番、大西保議員。
○議員（８番　大西　　保君）私の疑問は、３社とも違うちゃんとした独立でされるんで
すけども、デジタル設計業務として、入札が１，３６０万が１，０００円ということです
ので、その会社と次の監理と整備、全く関係ないとなったときに、何カ月かかかって設計
して１，０００円というのはちょっとどうなのかな。その辺の関係なんですよ。だからそ
ういうのでどうなんかなと。
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○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）当初１，０００円という話の中で話がありましたように、鳥取県
での実績をつくりたいということでありますので、それはそれでそれなりの利益を考えて
追求されたんだろうというふうには推察をするものでございます。
○議長（村上　正広君）９番、足羽覚議員。
○議員（９番　足羽　　覚君）今回の入札でパナソニックシステムという会社ということ
でありますけども、ここの会社の今回のシステムの性能なんですけども、今あるスピーカ
ーとかが今回かえることによって遠くまで音が聞こえるようになるとか、ある程度性能的
な面がわかれば教えていただきたいと思います。
○議長（村上　正広君）木下総務課長。
○総務課長（木下　順久君）詳しい性能につきましてまではまだ直接パナソニックさんと
協議をしておるわけではございませんけども、設計段階で従来のアナログ以上の性能を持
ったものというのを基本仕様としておりますので、それに合致したもので入札をしていた
だいた。施工を今後していただけるものということで、今後の協議になろうかと思いま
す。
○議長（村上　正広君）ほかに。
　２番、山本芳昭議員。
○議員（２番　山本　芳昭君）１つ確認といいますか、させてください。
　先ほどありました福栄のコミュニティーセンターの建築予定場所にこの防災無線の鉄塔
といいますか、立っております。その近くがこのたびの大雨で崩れておりますが、ここの
箇所についてどのように対応されるのか、お尋ねいたします。
○議長（村上　正広君）中村副町長。
○副町長（中村　英明君）御案内のように、その位置について、崩れておりまして、現在
はブルーシートのほうで覆った形での二次災害をとめる形をとっております。本日議案で
出させていただいておりますので、その辺が成立した段階で、鉄塔についての詳細な確認
はしながら、必要であれば緊急的な対応をしていきたいというふうに思っております。以
上です。
○議長（村上　正広君）よろしいですか。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（村上　正広君）以上で質疑を終結いたします。
　これより討論、採決を行います。
　日程第４、議案第６１号、工事請負契約の締結について（日南町デジタル防災行政無線
（同報系・移動系）整備工事）の討論を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）討論を終結いたします。
　これより採決を行います。
　議案第６１号は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決され
ました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第５　議案第６２号
○議長（村上　正広君）タブレット４ページから、日程第５、議案第６２号、平成３０年
度日南町一般会計補正予算（第４号）を議題といたします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）タブレット報告議案ファイル４ページの議案第６２号、平成３０
年度日南町一般会計補正予算（第４号）であります。
　歳入歳出予算の補正でありまして、第１条によります歳入歳出それぞれに９，２６４万
４，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ６５億４，６７７万２，０００円
とするものであります。
　また、債務負担行為の補正につきましては、第２条で債務負担行為の補正を行っており
ます。賃貸住宅施設管理運営事業建設資金利子補給（世帯向け住宅分）で、期間が平成
３１年度から５０年度、限度額が１，１７０万であります。
　地方債の補正も第３条で行っておりまして、第３表の地方債補正によるものでございま
す。
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　今回の補正に伴う歳入でありますけども、繰越金を９，１８４万４，０００円、町債を
８０万円を予定しております。
　歳出の主なものを申し上げますと、一般管理事務といたしまして４５０万円、これは今
回の豪雨による災害対応及び今後の災害復旧に向けた業務に係る職員手当の増額でありま
す。
　防災対策事業といたしまして１３０万８，０００円であります。これは今回の豪雨の水
防団の出動手当、避難所で使用した防災備蓄品の補充のための増額であります。
　また、単独災害緊急対策事業といたしまして１，２００万円、これはいわゆる町単独の
災害といたしまして、耕地や水路を中心とした小規模災害の早期復旧支援のための増額で
あります。
　続きまして、企業支援対策事業といたしまして８３万６，０００円、先ほど申しました
補助金の増額であります。
　それから、林道維持管理事業といたしまして１００万円、小規模なのり面崩壊により通
行に支障を来している箇所の土砂撤去を行うものでございます。
　治山事業といたしまして５００万円、これも今回の豪雨災害の測量設計費、今のところ
見込みといたしまして５カ所を上げておるところであります。
　耕地災害復旧事業といたしまして３，４００万円、これも豪雨災害による被災地の測量
設計及び応急工事費、これはとりあえずまだつかみでありますので、平成２３年災害並み
を計上しておるところであります。
　林道復旧災害工事といたしまして１，９００万円、これも測量設計及び応急工事費であ
りまして、１５カ所を見込んでおるところであります。
　公共土木施設災害復旧事業といたしまして１，５００万円、これも今回の災害に伴う測
量設計及び応急工事費で、１６カ所を見込んでおるところでございます。
　先ほど申しましたように、今、町内で２６０カ所程度上がっておりますけども、今の補
助対象というふうなことを考えますと、１００カ所程度が実際には補助対象になるのかな
というふうに思っております。あとは単独災害、また、それにもならない小さいものにつ
きましては、農水環等の事業で集落営農の中で行っていただくような形での依頼もお願い
をしたいというふうに思っております。
　なお、先ほど申しましたように、これに伴う緊急な場合につきましては、専決処分とい
うふうなことも場合によってはあり得るというふうに思っておりますし、費用につきまし
ても内容につきまして生じてくれば、費目流用等も行うというふうなことで御理解を賜り
たいというふうに思っております。
　以上、よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）木下総務課長。
○総務課長（木下　順久君）失礼いたします。私のほうからは、若干このたびの補正予算
に係る歳入財源について説明をさせていただきたいというふうに思います。
　今回、歳入の予算としまして、繰越金を９，１８４万４，０００円、一般財源を充てる
予定としておりますけども、この一般財源につきましては、今回の補正、特に特定財源が
未確定な部分がございますので、一般財源での予算計上をさせていただいておりますけど
も、一般財源につきましては、平成２９年度歳入歳出剰余の繰越金を充てさせていただく
予定にしております。この繰越金、本来２分の１を積み立てるというルールになってござ
いますけども、今回の補正で積み立て財源が一部不足するということになってまいりま
す。今回につきましては、災害対応ということを優先させていただきまして、一般財源を
充てさせていただきたいというふうに考えております。今後、災害復旧事業を進めていく
中で、特定財源の確保に努めながら、交付税等の状況を踏まえながら、今後、財源の調整
をしていきたいというふうに思っておりますので、御理解いただきますよう、よろしくお
願いいたします。
○議長（村上　正広君）これより本案に対する質疑を行いますが、質疑は各課ごとに行い
ます。
　なお、債務負担行為の補正については、企画課のときに一緒に質問をいただきたいと思
います。
　まず、タブレットの２１ページから２２ページ上段、総務課について質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（村上　正広君）次に、２２ページ下段、企画課について質疑を許します。
　２番、山本芳昭議員。
○議員（２番　山本　芳昭君）債務負担行為について質問をいたします。
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　今回、債務負担行為をされるわけですが、債務負担行為をされるに当たりまして、期間
の短縮についてどのように配慮をされたのかということが１点。もう１点は、負担額を極
力少なくするような配慮をどのようにされたのかということ。以上２点についてお尋ねを
いたします。
○議長（村上　正広君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）失礼いたします。御質問の初めの期間の短縮でございます。
もととなっておりますのは、収支計画に基づきます返済期間でございます。２０年という
のが工事費並びに家賃収入等で、前回指摘を受けて以降、再度交渉、確認等も行いました
が、健全な住宅運営を行う上では２０年が適当という確認で、このあたり、債務負担行為
も前回同様２０年で設定をさせていただいております。
　それと、経費の節減について、どのような努力をというところでございます。今回上程
させていただきました利率でございますが、前回よりも若干下げた形で提案させていただ
いております。前回の指摘以降、改めて関係機関と再度協議をする中で、今でき得る努力
の中でなった結果というところで御理解いただきたいと思います。よろしくお願いしま
す。
○議長（村上　正広君）２番、山本芳昭議員。
○議員（２番　山本　芳昭君）まず、期間の短縮の考慮、配慮についてでございますが、
資金計画を資料として提出をしていただきました。その中で、家賃収入のところで、敷
金、礼金というところは２０年間で最初の年１回だけという計画でございます。これは建
築で手を挙げていただいた業者の方がつくられたもので、この計画についてはどうこうあ
りませんが、町としてこの計画に基づいて資金計画をされる、その審査をされることにつ
いて、たった１回しかないということについてはどのようにお考えでしょうか。
○議長（村上　正広君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）失礼します。審査の段階に当たりまして、このあたりは想定
としまして入居、退所というのは当然人の移動によって起こり得るものと、含んだ上で審
査を行っておりますが、詳細を３年で切るのか５年で切るのかという論ではなく、この住
宅事業全体を見たときにきちんと運営ができるのかどうかという視点で、２０年というス
パンの中で、その中で敷金、礼金も踏まえて収入見込みとして審査を行ったところでござ
います。したがいまして、この収支計画は妥当だという判断で、細かいところまでは追及
は行ってないところでございます。
○議長（村上　正広君）２番、山本芳昭議員。
○議員（２番　山本　芳昭君）その２０年間で１回しか入れかえはないというふうに判断
したことが妥当だというふうに執行部としては考えておられるということでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）妥当というふうには、余りそういうふうに認識はしておりませ
ん。いわゆる不確定要素というふうなものをできるだけ排除して、安定的な経営、そして
世帯としても世帯向けというふうなことで、長期的な居住というふうなところで、そちら
のほうを優先したというふうに考えていただきたいというふうに思っております。以上で
す。
○議長（村上　正広君）２番、山本芳昭議員。
○議員（２番　山本　芳昭君）そうしますと、契約を結ぶに当たりまして、例えばこの償
還の年数をできれば短縮するような努力をしてくださいとか、そういうようなお願いをさ
れたという経緯はございますでしょうか。
○議長（村上　正広君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）失礼します。協議の中では、御指摘にもありました、できる
だけ経費を節減して効率的な運営をというところは原課としても願うところでございま
す。企業努力の中でお願いしますということで申し上げた経過でございます。
○議長（村上　正広君）２番、山本芳昭議員。
○議員（２番　山本　芳昭君）ぜひともそういう努力をしていただくような働きかけをし
ていただきたいというふうに思います。
　２点目、負担額を極力少なくするよう配慮されているかということでございますが、い
ただいた資料の中で、民間住宅利子補給明細ということで資料をいただきました。その中
で、１２９万６，０００円ということで半期半期元金を返済されるというふうになってお
りますが、資金計画におきましては年間２６０万円の返還ということで計画をされており
ます。若干ではありますが、半期におきまして４，０００円少ないという計画で資料をい
ただきました。このことについて説明をしていただきたいと思います。
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○議長（村上　正広君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）失礼します。提出させていただきました御指摘の１２９万
６，０００円とさきの収支計画との差異でございます。さきに出させていただきました提
出資料は上期、下期と分けてございますが、１２９万６，０００円を合計しますと２５９
万２，０００円。一方で、収支資金計画では２６０万円。８，０００円差異があるわけで
ございます。そのあたりは、最初の資金計画では、収支バランスを長期的にわかりやすく
するために数字を丸めた経過でございますが、今回、改めて詳細、利子明細ということで
出させていただいた資料につきましては、金融機関からの計算書を参考にして提出させて
いただいたところでございますので、若干の差異が生じたことについては、考え方の中
で、ここはまた今後、きちっとしたものは今後の契約で決まるわけでございますけども、
資料については見やすく、わかりやすくというところで御理解いただきたいと思います。
○議長（村上　正広君）２番、山本芳昭議員。
○議員（２番　山本　芳昭君）理解をしたいとは思いますが、この資料で平成５０年、
２０３８年のところが利息の返還額ということで８，９１１円ということになっておりま
すが、これを１３０万円ずつずっと返されたら、この平成５０年のところはなくなるんじ
ゃないか。これはわかりません。素人ながらそういうふうに考えたものですから、なくな
るんじゃないかなというふうに思いますが、この点についてはいかがでしょうか。
○議長（村上　正広君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）失礼します。私どももこのあたり、素人と言っては申しわけ
ございませんが、このあたりも気づき、確認もしたわけでございますが、あくまで金融機
関からの計算書を参考にこのたびは整理させていただいたというところで、御理解のほど
をよろしくお願いします。
○議長（村上　正広君）２番、山本芳昭議員。
○議員（２番　山本　芳昭君）理解しろと言われましても、先ほど申しましたように期間
を短縮するよう配慮されているかというところもあるわけですよね。これをやりますと債
務負担行為の年数が１年短縮されるわけです。こういうことはもう少し精査をされてから
提案をしていただきたいと思いますが、町長、いかがでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）今おっしゃいますように、数字で丸めたり、いろいろしておる中
で、例えば債務負担行為の期間につきましても多分変動が出てくる。議員も多分御理解を
されているというふうに思いますけども、再来年ですか、消費税が上がることによって多
分この利率というのも変動してくるんだろうと、１０年後には見直すというふうなたしか
契約だったろうというふうに思っておりますので、またその辺も変わってくるだろうとい
うふうに思っておりますけども、やはり公金を充当するわけでありますので、なあなあな
形での契約はできないというふうに思っております。あくまでも債務負担行為として限度
額を決めていただいておりますので、その範囲の中でしっかりとして、再度金融機関とも
相談をして詰めたもので契約をしていきたいというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）今の町長の発言の中で、１０年すれば変動金利になるんじゃなか
ろうかという発言があったというぐあいに思いますけども、出された資料については２０
年間固定金利という形ですので、そこは発言を訂正しておいていただきたいと思います。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）今のところは契約書はそういうふうになっておりますけども、私
どもといたしましては２０年の固定金利というふうに今回提案をしておりますので、先ほ
どの発言につきましては、そういう趣旨だということで御理解を賜りたいと思っておりま
す。
○議長（村上　正広君）２番、山本芳昭議員。
○議員（２番　山本　芳昭君）これは契約はされたわけですか。これ、案、契約案という
ことですか。できればその契約案を示していただきたいというふうに思います。契約を見
ずに債務負担行為をよろしいですよという話にはならないと思います。どういう契約を結
ばれて、支払い方法はどのような支払い方法でやられるのかというような詳細についての
説明をしていただきたいと思いますし、できれば契約書の案というものでも示していただ
ければと思いますが、いかがでしょうか。
○議長（村上　正広君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）ただいま、さきの収支計画並びに返済計画の中で、先も見越
した債務負担計画といういわゆる枠のところにつきまして、上程といいますか、提案させ
ていただいております。このところで先ほどからあります公金の執行につきましては、や
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はりいわゆる無駄遣いは控えていくのが当然でございますし、その相手方に支払います利
息につきまして、これから契約を結ぶところでございます。その年数、その正式な率、そ
れをもって正式に決まってくるわけでございますが、実際に元金を借り入れられる時期の
タイミングもございまして、また、今、正直申し上げますと、最終段階を今この提出させ
ていただいておるところとあわせて作業を進めておるところでございます。したがいまし
て、ある程度の案というのは持っておるわけでございますが、現時点で取り交わしたもの
はないところでございます。この枠のところでひとつ御理解いただく中で、また後ほどお
示しさせていただきたいと思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）２番、山本芳昭議員。
○議員（２番　山本　芳昭君）案もなしに、何もなしにこの債務負担行為を認めてくださ
いという話ではないと思うんですよね。どのような支払いをされるのか、そういう具体的
なものを示していただかないと、いいですよというような話ではないと思います。具体的
にどのような支払いでやられるのか、契約の相手方はどこなのか、示していただきたいと
思いますが、いかがでしょうか。
○議長（村上　正広君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）失礼いたします。改めてきちっと利率、年数等、固まりまし
た暁には、支払いについては今のところ町から相手方については年２回の支払いを想定し
ておるところでございます。これは従前の住宅と同様な形で考えております。
　支払いの相手先等でございますが、今のところ借りられた事業者に対して利息を支払う
ことを計画をしております。その相手方が金融機関へ支払いをした実績等を確認し、金額
を確認した上で、きちっと払い込みされた後に町からその利子を補給するという形で行っ
ていきたいと思っております。
　また、もし仮にですが、延滞であるとかいうことで、さらに利子がふえるというような
イレギュラーなケースにおいては、町はそこは見ないというようなところで考えておりま
す。そのあたりの盛り込んだ契約内容で進めてまいりたいと思います。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）金融機関と、そして町との契約の案というのはあるというふうに
思っておりますので、それはしっかりお示ししたいというふうに思っておりますので、こ
の後、提出したいというふうに思っております。
　また、最終的に……（「金融機関と」と呼ぶ者あり）金融機関との……（「事業者じゃ
ないの」と呼ぶ者あり）金融機関。（発言する者あり）いや、今回の契約ですよ。今回の
補助金は金融機関に対して払いますので……（発言する者あり）
○議長（村上　正広君）ちょっと待ってください。今の答弁については、企画課長のほう
は事業者に対して支払いをするという発言をされておりますので、そこは執行部のほうで
ちゃんと整理をしてください。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）済みません。私はちょっとそこ、報告を受けてませんでしたの
で、済みません。申しわけございません。
　申請者との話については、契約書は多分できているというふうに思いますので、それは
出したいというふうに思いますし、先ほど課長が申しましたように、当然借り入れる日に
よって最終的な金額は決まってくるというふうに思いますので、それができた暁にはそれ
自体も正式なものを提出したいというふうに思います。よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）２番、山本芳昭議員。
○議員（２番　山本　芳昭君）金額についてはその日が決まらないと計算できませんの
で、後日で十分いいと思いますが、基本的な契約の内容については、議決前に大体皆さ
ん、議員、知っておいて議決をするのが筋ではないかと思いますので、提出をしていただ
きたいと思います。
○議長（村上　正広君）それは、出ます、すぐに。すぐ出せますか。すぐ出せるようなら
休憩をとりますし。（発言する者あり）ちょっと待ってください。執行部の答弁を求めて
ます。
　實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）失礼いたします。案についてはお示しさせていただきたいと
思っておりますが、若干の時間をいただきたいということをまた確認をしておったところ
でございますので、少々お時間頂戴したいと思います。
○議長（村上　正広君）それはきょう出せないということなの。すぐ出せる状態にあるわ
け。
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○企画課長（實延　太郎君）すぐ出せるかどうかも含めて確認をさせていただきたいと思
っております。
○議長（村上　正広君）若干時間が要るようですので、ここで暫時休憩をいたしたいと思
いますけども、再開は１０時ちょうどといたします。暫時休憩をいたします。
　　　　　　　　　　　　　　午前９時４６分休憩
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　午前９時５９分再開
○議長（村上　正広君）休憩前に引き続き会議を再開いたします。
　木下総務課長。
○総務課長（木下　順久君）失礼いたします。ただいま審議中の平成３０年度日南町一般
会計補正予算（第４号）の議案について、一部訂正がございますので、おわびして訂正を
させていただきます。
　議案の１枚目、第１条の歳入歳出補正後の金額、数字の後の円との間に千円の「千」が
抜けてございます。こちらについて訂正をさせていただきたいと思います。申しわけあり
ませんでした。
　これにつきましては、正しいデータにつきまして、再度タブレットのほうに登録をさせ
ていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）わかりましたか。いいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）
　お願いしたいと思います。
　企画課の質疑について行っておりますけれども、まだ提出される書類が調いませんの
で、もう３０分程度かかるということでございますので、ここで暫時休憩をいたしたいと
思います。再開を１０時３０分といたします。
　　　　　　　　　　　　　午前１０時０１分休憩
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　午前１０時２９分再開
○議長（村上　正広君）休憩前に引き続き会議を再開いたします。
　引き続き企画課について質疑を許しますが、先ほど企画課のほうから書類、契約書の案
というものが出ております。これについて皆さん方のほうで質疑があれば許しますし、説
明がありますか。
　實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）失礼いたします。時間を頂戴し、審議が長引くことをまずも
っておわび申し上げます。
　お手元に配付させていただきました契約書案というところで現在考えておるところでご
ざいます。提案させていただいております契約期間、金額等につきましては、正式に改め
て確定いたしました後に、このあたりを調えまして、最終的には先方とこのあたりで契約
したいと考えておるところでございます。どうぞよろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）この件につきましてはよろしいですか。
　７番、久代安敏議員。
○議員（７番　久代　安敏君）まず、この賃貸住宅の建設の利子補給をするに当たって、
前回の中心地のときに副町長がおられて質問もしましたけども、私はこのコンペで、プロ
ポーザルの中で、利子補給をすると、しかも利率については協議すると、さらなる支援も
あり得るというふうなことがプロポーザルの段階であって、その結果、株式会社パセオ
が、その企画書が通ったということはわかります。だけどもこの計画書に５，２００万と
いう借り入れをすることを前提に企画書が提出されていたと思います。ですから利率を
何％で何年間の利子補給をするということが決定された後にこの６戸の住宅を建設するの
が筋ではないかというふうに問いましたが、それに対しての答弁がきちっとありませんの
で、私は利子補給がきっちり決まらないのに着工されること自体が事前着工の疑いがある
ということを申し上げましたけども、どうでしょうか。
○議長（村上　正広君）中村副町長。
○副町長（中村　英明君）御指摘の案件で、工事のほうが着工前ではないかという話です
けれども、基本的にはプロポーの中で計画書があって、５，２００万の借り入れで、利息
については当時は２．５％ということでの計画書を出されて、それに対して５月の２日付
で、いわゆるプロポーに対する、この事業に対する交付決定的な内容のものを交付してお
ります。あわせて土地の町との賃貸契約というところも締結しておりますので、最終的に
は事業自体の推進については認めているというふうに理解をしております。ただし、利息
部分については、これからうちが払いますので、その辺の率の確定につきましては、今後
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というところは協議事項としての残っておったというふうに理解をしておりますので、そ
れを今回の補正で確定をしたいという流れであるというふうに思っておりますので、事業
者側から見ますと、基本的には進めていいんだというふうに理解されているというふうに
思ってますので、その辺は問題ないのではないのかなというふうには認識しておるとこで
あります。以上です。
○議長（村上　正広君）７番、久代安敏議員。
○議員（７番　久代　安敏君）再度確認を、言質をとっておきたいと思いますけども、予
算が通らないのに工事を始めると。要するに借り入れを前提とした工事ですよね。しかも
利子補給をするんだということの工事です。プロポーザルの中でもあったように、来年の
３月末までには供用開始するという条件もあったわけだけども、何を急いでそんなに議会
の議決がなされない段階で建築に、工事にさばられたのかということについてと、再度の
事前の着工ではないかということの明確な答弁、これからのいわゆる民間住宅のこともあ
るし、後でも別に計画もあるようですけども、民間住宅の支援のあり方についてもやっぱ
りきちっと整理をしておかないと、特に１社だけの申し込みだったということもあって、
いわゆるなれ合い的な、もたれ合い的なこれまでの中心地の議論の中で、これは当然町も
予算を組んで支援してくれるだろうという前提の中で物事が進んでいたような私は気がし
てならないわけですけども、あえてもう一度お聞きします。
○議長（村上　正広君）中村副町長。
○副町長（中村　英明君）基本的にはちょっとやっぱり、中心地のときにも申し上げまし
たけれども、若干内容的に細かい部分が不透明なところがあったというふうに思っており
ますので、それは反省をしたいというふうに思っておりますし、今後の展開の段階では、
その辺をきちんと精査しながら、どういいましょうか、明確な数字あたりも出しながら、
とは言いながら、やはり民間の事業者が参画しやすいというところも含めて、今後につい
ては明確な形の中での公募をしていきたいというふうに思っておりますので、一つの反省
材料としてきちんとした反省をしていきたいというふうに思いますし、課題がどこなのか
というところも含めて整理をしていきたいというふうに思っております。
　ただ、今回につきましては、プロポーザルの中で２．５％というところが利率の中では
明確にされてますので、町とすればそこが上限だろうというふうに思った中で、今後につ
いての確定については再度町と相手方との協議というところで整理したいというふうに思
っておりますので、事前着工という話もあるかもしれませんが、会社側からすると、基本
的に事業推進はオーケーだというふうに理解されているというふうに思っておりますの
で、町としてもその範囲内でということを確認した上で推進していただいているというふ
うに思っております。
○議長（村上　正広君）８番、大西保議員。
○議員（８番　大西　　保君）６月議会、それから中心地域等で資料も提出していただき
ました。シミュレーションしてどうだったか。利息についても現在２．３５まで、前回か
ら０．１％下がりました。７月１１日付の資料提出をされた中で、Ａ社、Ｂ社、Ｃ社、Ｄ
社と、要するに４社比較しましたと。特に気になるのは、このＢ社につきましては、固定
金利１．８％ですが、２．３５％の現在１，２５０万。１．８％でしたら幾らでしょう
か、利息は。
○議長（村上　正広君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）失礼いたします。Ｂ社としてお示ししております利率
１．８％は提示したとおりでございますが、このあたりのレート等については求めてない
ところでございます。５，２００万に掛け合わせて計算すればあれですが、ちょっとシミ
ュレーションまで今現時点でしてないところでございます。
○議長（村上　正広君）８番、大西保議員。
○議員（８番　大西　　保君）今、驚いたんですけども、固定金利１．８％でしたら、シ
ミュレーションしたら出ますよ。余りこちらから答え言うと、私もいろいろ答え言い過ぎ
るので、ちょっと本当にそれは調べて、やはりそこまで見た中で、１．８％のところのＢ
社なんですが、このＢ社というのは以前に２つの金融機関から借りておられます。そこと
なのか、別のとこなのか、ちょっとわからないので、全く違うところなのか、どうなんで
すか。
○議長（村上　正広君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）失礼いたします。過去に借り入れ実績のあるところでござい
ます。
○議長（村上　正広君）８番、大西保議員。
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○議員（８番　大西　　保君）ならば、資料も出していただいたんですが、前回、１０年
前に契約を結ばれたときの条件がございますが、それから今回は２項目が追加になってお
るんですね。鳥取県の信用協会の保証、それから建物の火災という２項目、それと役員の
全員保証というのと１，０００万以上は前回と一緒だったと思うんですが、今言いたいの
は、２．３５％と１．８％で何ぼの金額が差があったか。そのために、その金額減らすた
めに、この条件、融資条件をクリアできなかったのか。ちょっとのことなのか、大変なこ
とだったかわからないんですが、やはり利子補給する金額については細かく言いますけど
も、そこのことをきっちりしておかないと、今後もしやったときにもいろんな融資条件出
てきて、いろんな付加されて、なりますので、公金を活用されるということですので、そ
の辺はちゃんと我々も見ておくべきだと思うので。また、１．８％の歩合の、今計算でき
なかった、また資料、参考にですよ。あくまで参考に出していただきたい。今後のことも
ありますので。いかがでしょうか。
○議長（村上　正広君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）失礼いたします。まず、１．８％のときの利率ですが、先ほ
どは失礼いたしましたが、試算では約９４０万程度見込んでおりました。現在の２．３５
と比較しますと約三百数十万というところは承知しておるところでございます。
　そのあたりと条件面についての今後も踏まえたところでございますが、今回におきまし
ては、今回の保証につきまして、Ｂ社、いろいろとございますが、会社としては仕方ない
面もありますが、個人的なところであれば、今回のコンペ参加も難しかったというような
話も伺っておりますが、どうしても会社としての責任は当然それぞれとられるとこでござ
いますし、それがいわゆる担保として条件と付されているところであると思います。
　いずれにしましても、今回の公募の条件につきまして、明確な基準を設定していなかっ
たところが一つ要因であるというふうに思っております。今後、このあたりはきちっと整
理した中で、今後の計画もございますので、あらかじめ協議させていただきながら進めて
まいりたいと思います。どうぞよろしくお願いします。
○議長（村上　正広君）１０番、古都勝人議員。
○議員（10番　古都　勝人君）勉強不足かもわかりませんが、今の事業番号１４１７の企
業支援対策事業、いわゆる住宅補助でありますけれども、これまでたしか３件だったと思
いますが、それで間違いないでしょうか。
○議長（村上　正広君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）失礼いたします。企業支援対策事業で予算化させていただい
ておりますのは、現在２件でございます。このたび提案させていただいておるものを含め
ますと３件という整理でございますが、今おっしゃいました３件というところで、もう１
社、民間活用で取り組んでおる事業がございますけども、こちらは利子補給等支援は行っ
てないところでございます。
○議長（村上　正広君）１０番、古都勝人議員。
○議員（10番　古都　勝人君）確認いたしますけども、いわゆる支援をした事業者、今回
含めて３件、いわゆる３件は同一事業者でありましょうか。
○議長（村上　正広君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）失礼いたします。結果としてそのようになるところでござい
ます。
○議長（村上　正広君）１０番、古都勝人議員。
○議員（10番　古都　勝人君）これまで実績が５件あって、そのうち３件が同一事業者と
いうようなことならわからんこともないですけども、３件中３件が同一事業者と、事業者
の方は町の施策に協力する意味で参加されておると信じておりますけれども、行政側の判
断として、３件中３件、同じ方が利子補給を受けるということについて、若干私個人もう
うんと思うんですが、住民の皆さんはもっと、また同じとこかというような感情も持たれ
るのではないかと思うわけでして、今後のこともあるという先ほどのお話もありました
が、そういった部分についての行政としての配慮といいますか、制限といいますか、そう
いったところについてどのようにお考えになっとるか、町長、お聞かせいただきたいと思
いますが。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）今おっしゃいましたように、確かに同一のところではありますけ
ども、町の中で今やはり一番大切なところは地方創生の中でも定住対策、人口問題という
ことでございますので、それについて協力していただけるところ、これについて、例えば
特定のところに対してだけコンペをしたわけではなくて、広くコンペをして、結果的にそ
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うであったというふうなことであります。それをある意味では日南町の持っている特性の
中で仕方がないのかなというふうなこともあります。ただ、今後の中で考えるところは、
やはり先ほど副町長が申しましたように、今回のことも含めて、ある程度明確な補助基準
なりのものを示した上で、やはり広くコンペを行うべきだろうというふうに思っておりま
す。先ほど久代議員のほうの質問にもありましたけども、決して事前着工ではないという
ふうに思っておりますけども、ある意味ではファジーな中といいますか、あやふやな中で
着工していただきますと、施主の方に対しても大変私は不安感を与えるのではないかとい
うふうに思っておりますので、その辺のところはしっかり定めてまいりたいというふうに
思っておりますので、その辺の反省も踏まえて、次にはまた計画もあるように思っており
ますので、また協力をお願いをしたいというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）１０番、古都勝人議員。
○議員（10番　古都　勝人君）ありがとうございます。
　実際問題として、農林系にもこういった利子補助というのが、事業、あるわけですけど
も、やはりこういうものについては制限があるわけでして、今お話しになりましたけど
も、この次、９戸のそういったアパートをという計画も示されておるわけでございますけ
ども、やはり今後見直しをされるであれば、例えばコンペに参加しやすいハードル等にし
て、複数社が応募できて、また、今回の事例を反省として、わかりやすい形にしていただ
きたいと思いますが、どのようにお考えでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）そのように考えて進めたいというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）７番、久代安敏議員。
○議員（７番　久代　安敏君）町長がファジーだという表現をされましたけど、私はどう
考えても事前着工の疑義があるというふうに思います。
　あそこの中心地に、企画課が企画して、具体的には建設課が維持管理をするという町営
住宅がありますけども、今後、１社がプロポーザルに応募されるという中で、町の住宅政
策ですよね、企画課が立案されると思いますけども、本当に一民間業者しか結果的に応募
されない状態で、しかも家賃が５万２，０００円とか、旧来のにしても４万２００円です
かね、１戸当たり、そういう住宅政策を今後も民間活用ということで進められるのが本当
にいいのかどうなのかということも含めてね、私は、町営住宅の例えばきりしま団地など
では所得に応じて１万８，７００円から２万７，９００円という、３ＤＫでね、入居費の
住宅はあるわけですよ。日南町の所得実態から見て、なるほど民間住宅は経営ができない
わけだけども、利子補給をここまでして民間住宅を促進することが今後いいのかどうなの
かということも含めて、基本的な住宅政策について、町長の現時点での、今後、９戸とい
う案もあの中心地であるので、考え方をちょっとお聞きしておきたいというふうに思いま
すが、どうでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）今おっしゃいましたけども、やはり私、今、一番日南町で求めら
れていることは定住対策、人口の増というふうなことをぜひともやっていかないと日南町
がもたないというふうに思っております。そういう中で、当然公営住宅というふうなこと
も考えられるわけでありますけども、実際、今の公営住宅の状況を考えますと、なかなか
あきがあるというふうなことでありますし、それから、やはり例えばこれから必要な福祉
とか医療の職員の皆さんの確保というふうなことを考えたときに、今の公営住宅が魅力的
かというと、なかなかそういうふうなことは言われておりません。やはりそういう方々を
日南町に招致するためには、ある程度魅力的な、今の現在の住環境に合ったようなとこ
ろ、そして場所についても考えていかないといけないというふうに思っております。これ
まで多額の投資をしてきた中心地に公営住宅を建てるということになりますと、逆にトー
タルコストでいいますと非常に大きな経済投資をする形になるというふうに思っておりま
すので、できる限り、先ほど話しましたように、民間の活力も得ながら、幅広く住宅政策
というのを進めてまいりたいというふうに考えております。
○議長（村上　正広君）２番、山本芳昭議員。
○議員（２番　山本　芳昭君）さまざまお願いといいますか、質問をしてまいりましたけ
れども、私、言いたいところは、先ほど最初に申し上げました期間の短縮の配慮と負担額
を極力少なくするように配慮してほしいということが全てです。事業者の方は、いろんな
困難もあると思いますが、手を挙げていただきましたので、先ほど事前着工という話もあ
りましたけど、私も限りなくグレーだと思います。それはやはり執行部のほうとすれば、
このことを反省をしていただいて、来年もし予定をされておるのなら、議決をした後に着
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工していただきたいと思いますし、再度募集される予定でありますので、今申し上げたい
のは、公募をされるときに借り入れの利息について、複数の金融機関の中から見積もりを
とっていただいて提案をしていただくとか、そういう方法を考えていただきたい。今議論
しておるところは、やはり利息について高いのではないかという、今の経済状況に対して
利息が高いのではないかというような思いがありますので、やっぱり公平性を期す上で
も、１社ではなくて複数の金融機関から見積もりをとっていただいた中で執行部としては
審査をしていただきたいというふうに思いますが、いかがでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）今回ちょっとイレギュラーな形になったというふうに思っており
ます。当然議案として出すからには、例えば当初から当初予算の中でいわゆる利子補給と
いうものも含めた予算要求を出すべきであったというふうに思っておりますので、そのよ
うに次年度からはしたいというふうに思っておりますし、仮に補正でやるとしても、先に
利子補給のことについて御理解をいただいて、議決を得た上で、いわゆるコンペの実施と
いうふうなことなりを考えてまいりたいというふうに考えております。その辺の手順につ
きまして、不備があったというふうに認識をしたところでもあります。
○議長（村上　正広君）７番、久代安敏議員。
○議員（７番　久代　安敏君）町長、住宅政策は定住対策で非常に重要だと答弁されまし
た。全くそのとおりだと思いますが、じゃあ例えば生山の分譲地、定住団地８戸があっ
て、８分譲地があって、個人で住宅ローンを借りたいと。その住宅ローンの利子補給を、
例えばですよ、ローンの利子補給について、条例はないわけですよね、個人の場合は。民
間住宅の場合はこうして営業、マンションというか、アパート経営で利子補給があるとい
う点についても、何かきちっとした条例か何かをつくって対応されて、金融機関からお金
を借りられる場合はこういう制度もありますよという方向に進まれるのならある程度わか
るけども、その点についてはどういうふうに思われますか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）生山の分譲地については別な施策でやっておりますので、それは
それだというふうに思っております。
　また、日南町の中で確かに住宅政策、必要でありますし、私どももそうだというふうに
考えておりますけども、その例えば利子補給を全て条例化するのはなかなか難しいという
ふうに思っております。現在議会で提案していただいて実施しております家屋の補修等も
含めまして考えていきますと、それらに対してまた利子補給をするのかという話も出てく
るというふうに思っておりますので、余り条例化というふうなことではなくて、ケース・
バイ・ケースによって考えてまいりたいというふうに思っておりますが、先ほど申します
ように、やはり一番日南町にとって大事なところというのは住宅施策だというふうに認識
をしておりますので、議会や住民の皆さん、そして民間の協力を得まして推進してまいり
たいというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）よろしいですか。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）２３ページ上段、農林課について質疑を許します。
　７番、久代安敏議員。
○議員（７番　久代　安敏君）先ほど農産物についての被害状況のペーパーも配っていた
だきましたけども、農林課、建設課とも同じ質問になるわけですけども、町長、冒頭、
２６０件ぐらいの被害箇所があるというふうにおっしゃられましたし、県からは１８億
２，３００万の県全体で予算を組まれたというふうなこともありますけども、今後の復旧
の段取り、工程についてお聞きをしたいと思いますが、どうでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）まず、農作物の被害の、これにつきましては、参考資料というこ
とで御理解をいただきたいというふうに思っております。多分こちらについては、例えば
共同防除とか、そういうふうなソフト的な部分になるかなというふうに思っておりますの
で、場合によっては、先ほど申しましたように、専決処分での対応ということもあり得る
かなというふうに思っております。これらについては県がどのような補助施策を組まれる
かということによって若干変わってくるというふうに思っております。
　それと、先ほど申しました２６０件につきまして、これについても、今、農林課のほう
でも建設課のほうでも現場を回っておりますけども、特に林道等につきましては、回れば
回るほど新しい被害も発見されるというふうなこともございます。また、住民の方から報
告いただいたものと町が確認したものと、例えば場所が少し違っているけども同じである
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とか、それらの調整もしていかないといけないというふうに思っております。
　これらの流れとしまして、多分来月ぐらいには災害査定があるというふうに思っており
ますので、いわゆる災害査定に対象になるものというものを建設課を中心に調査をして、
それをコンサル等にかけて、査定額というものの概算を出していく形になろうかというふ
うに思っております。それの残がいわゆる単町補助、そして先ほど申し上げました、本当
に軽微なものについてはできる限り地元でも対応していただきたいというふうに思ってお
りますので、そういうふうなものと振り分けるというふうな形になろうかというふうに思
っております。町としてもたしか１，２００万円、今回補正をお願いをしておりますけど
も、できる限り単町の中でも支援をしてまいりたいというふうに考えるところであります
ので、これらの振り分けについては、いましばらく時間をいただきたいというふうに思っ
ております。どうも今月中には地元選出国会議員等の災害巡視も予定をされているようで
ありますので、それまでにはまとめて、国のほうにも依頼をしていきたいというふうに思
っております。
○議長（村上　正広君）久城農林課長。
○農林課長（久城　隆敏君）先ほど、まず、配付させていただきました資料の訂正のほう
を１カ所させていただきたいと思います。トマトと夏ネギの単価でありますが、これを箱
にしております。これを改めまして、キロのものに修正させていただいたもので再度配付
させていただきたいと思います。申しわけございませんでした。
　あと、町長が申し上げましたように、今後、県のほうが防除、それから再生産に係るい
わゆる事業について、補助事業として上げられるのではないかというふうに聞いておりま
すので、今後、それに基づいた町のほうのかさ上げ等々も含めました、いわゆる義務負担
も含めまして、補正のほうを考えてまいりたいというふうに考えております。
　それからあと、本日配付しました資料につきましては、基本的には農業被害をベースに
したものでございます。したがって、この中で耕地災害に該当するものも出てこようかと
思いますけれども、いわゆる共済等の収入保険、国の収入保険、そういったようなもので
の損失補填ということでの対応になろうかというふうに思っております。
　あと、情報として入ってきておりますのが、中山間の事業であります。これにつきまし
て、本年度中に今の災害のあったところにつきまして、いわゆる営繕の計画を立てた場合
につきましては、本年度の中山間の補助の対象にする。あるいはもうそれを困難というふ
うに判断された場合につきましては、いわゆる控除する手続をとっていただいて、その場
合につきましては、もう本年度以降、中山間の交付金の対象外になるということでありま
す。それらにつきまして、本日、中山間の代表の皆様につきましては、その手法等々につ
きまして通知をさせていただくよう手続をとっておるところでございます。
○議長（村上　正広君）７番、久代安敏議員。
○議員（７番　久代　安敏君）また押しましたかいね。よろしいです。
　でね、建設課とのセットの話になりますけども、大体全体としての、実際には現地に行
って確認されていない箇所がまだかなりあるとは思いますが、被害額ですよね、県や国に
対して報告の予定もあるでしょうけども、ざっくり、今現在でわかる範囲でよろしいです
ので、なかなか難しいとは思いますが、お聞かせ願いたいと。今の設計の予算ですけど
も……。
○議長（村上　正広君）今、農林課の質疑をしてますので、建設課はこの後にお願いをし
たいと思いますが。
○議員（７番　久代　安敏君）わかりました。
○議長（村上　正広君）まだ建設課の項目に行ってませんので。
○議員（７番　久代　安敏君）いいです。
○議長（村上　正広君）よろしいですか。
○議員（７番　久代　安敏君）はい。
○議長（村上　正広君）５番、近藤仁志議員。
○議員（５番　近藤　仁志君）済みません。農地など大変被害が、細微なものから大がか
りなものまでいろいろ出とるわけですけど、その中で、今現在、多面的機能支払いという
制度もあるわけであります。それは地域の方で運用するということであるわけですけど、
町のほうで対応できる箇所、それからこれは多面的機能支払いとか、そういった地域のほ
うでやってほしいという要望を添えたような箇所、そういう箇所をなるべく早く絞り込ん
で、地域に示していただきたいと思うわけです。やはり何らかの形で町のほうで若干でも
何か補助してもらえたら地域は助かるわけですけど、でもやはりそれはそれにも限度があ
るわけですので、その辺をなるべく早く地域のほうに示していただくことができないでし
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ょうか。
○議長（村上　正広君）中村副町長。
○副町長（中村　英明君）なかなか難しい話ですが、ただ、町の単独災害分につきまして
は、基本的に重機を利用したときの費用の２分の１というのを内容にしておりまして、上
限も１カ所２０万円という形にしておりますので、それ以外の例えば人力作業的なところ
につきましては、地域の中で賄っていただきたいという基本的な考え方を持っております
ので、今、既に申請を受け付けておりますので、そういうことを基本にしていただきなが
ら、できれば地域でできる範囲は地域で行っていただきたいというふうに思っておりま
す。
○議長（村上　正広君）次に、建設課について質疑を許します。
　先ほど７番議員のほうから総額についてわかればという質問がございました。建設課長
のほうでわかれば答弁をお願いしたいと思います。
　財原建設課長。
○建設課長（財原　　積君）先ほどの被害額、大まかにというような御質問であります。
　建設課が持ってます公共土木災害や農地・農業用施設災害、そういったものにつきまし
て、県が被害額を公表しておりますけれども、基本的に町から何カ所、被害額が１カ所当
たり何百万円、何千万となるというものの積み上げになりますので、今のところ日南町の
ほうからは具体的に数字を出しておりませんので、今回、県が本日まで公表している数字
には見込まれてはおりません。という状況になっております。
　それと、先ほど多面的等の対応でという御質問もありましたが、基本的に補助災害に向
けての箇所報告は被災してから１０日程度で締め切られます。ですので、具体的には来週
いっぱいあたりが期限になります。建設課のほうはそういった緊急性で、補助災害に採択
できるものを先に箇所を調査して、被害報告を順次締め切りまでに上げていくという作業
になりますので、逆に言えば小さなものが最後になると、補助災害、その次は単独災害、
それに乗らないものが多面的なり地元のということの流れになりますので、極力そういっ
た地元で対応せざるを得ないものにつきましてはなるべく早目に返事を、そういった対応
については報告したいと思いますけれども、数がやはり多いことと、なるべく有利になる
ように選定しているという段階で、どうしても遅くなるということはありますので、個別
に問い合わせ等で対応したいというふうに考えております。
○議長（村上　正広君）７番、久代安敏議員。
○議員（７番　久代　安敏君）住宅の裏山がずったとかいう箇所があります。それに対し
ては、今回の激甚災の対象になって、例えば罹災証明をそれぞれ出していただくような形
になるのかどうなのか、その辺の手続上の問題も含めてね、単に町単独の復旧ではできな
いような状況の箇所も見受けられますけども、これについてはどういうふうに考えておら
れますでしょうか。
○議長（村上　正広君）財原建設課長。
○建設課長（財原　　積君）住宅の被災、裏山や石垣とか、いろんな被災があったという
ことは私どもも報告書で幾つかは確認しております。基本的に補助の対象になるといいま
すのは、住宅裏が山で、治山の事業で見込まれるものにつきましては、県の単県事業とい
うのがありますので、その対象になるのかならないのかということを県とあわせて現場の
ほうで確認して、そういった事業に乗れるものはなるべくそういった有利な事業のほうに
進めていきます。
　ただ、罹災証明等々いうお話ではありますが、罹災証明等になりますと、多分住宅の保
険、風水害の保険とか、そういったものの対象だというふうに考えております。そういっ
たことで、保険適用になるということは、罹災証明は今回の被害報告等で発行できると思
いますので、そうした個人の保険で対応されるものにつきましては進めていただきたいと
いうふうに思います。
○議長（村上　正広君）２番、山本芳昭議員。
○議員（２番　山本　芳昭君）治山事業の中で、測量設計費が５カ所というふうに載って
おります。また、林道災害復旧事業の中で測量設計費１５カ所、それから公共土木施設災
害復旧事業の中で測量設計費が１６カ所というふうになっておりますが、箇所の数はあり
ますが、具体的などこかということを教えていただければと思いますが、いかがでしょう
か。
○議長（村上　正広君）財原建設課長。
○建設課長（財原　　積君）具体的な箇所という御質問ですが、最終的に補助災害に向か
うものにつきましては、先ほど説明したとおり、まだ具体的にこの場所が補助対象になる
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というようなことではリストはつくっておりません。ただ、２６０カ所のうち約半数は建
設課のほうでも回っておりますので、その中で補助災害、補助対象になるというものが見
込まれるものを拾い上げているという状況で、今の補正予算で示しております件数を当面
査定等に向かうがための委託料をお願いしているというとこで、現在のところは概数で
す。ですので、２６０カ所の中である程度は仕分けはしておりますけども、具体的に今の
最初の治山の関係で５件というのが確定というわけではありませんので、最終的には県に
報告したものができ上がった段階でお示しできるのかなというふうに考えております。
○議長（村上　正広君）２番、山本芳昭議員。
○議員（２番　山本　芳昭君）なかなか具体的な場所が言いにくいそうなのであれです
が、予算を認めるに当たりましては、約５カ所ですよという話ではなくて、ある程度やは
りこことここですよという話を聞かせていただきたいというふうに思いますし、枠どりで
すよという、最初、町長、冒頭にありましたけれども、そういう程度で認めなさいという
話ならばあれですけども、できれば具体的なところを教えていただければと思います。い
かがでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）５カ所というのは、具体的に言うことはできるわけですけども、
多分そういうふうな発言をしますと、自分とこのこれこれについては見てくれないのかと
いうふうな話が出てくるというふうに思います。確かにそういうものを全て出してという
話になろうかというのが正しいのかもしれませんけども、そういうふうな話をしますと、
先ほど課長が言いましたように、来週には既に報告せないけんというふうなことになって
くると、とても無理な話でありますので、やはりそういうふうなところで御理解をいただ
きたいというふうに思っております。やはり災害というのは、我々もこれが当初のもので
あれば、当然ことしの５件はどことどことどこを直すんだということは言えるというふう
に今思っておりますけども、今回のように突発的に発生をして、それをきょうの臨時議会
に出し、これからまた来週には最終的なものを出す必要があるという中ではいたし方ない
というふうなことで、応急的なことだということで御理解をいただきたいというふうに思
っております。
○議長（村上　正広君）２番、山本芳昭議員。
○議員（２番　山本　芳昭君）わかりました。そしたら具体的なところが決まりましたら
早急に資料提供していただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）来週末には一報ができるというふうに思っておりますので、提出
をしたいというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）以上で質疑を終結いたします。
　これより討論、採決を行います。
　日程第５、議案第６２号、平成３０年度日南町一般会計補正予算（第４号）の討論を許
します。
　７番、久代安敏議員。
○議員（７番　久代　安敏君）このたびの補正予算は、西の方の豪雨災害による緊急的な
予算、私は機敏な対応で、一定町民もしっかり予算措置してくれるんだということで臨時
会を開かれた一般会計の補正予算は正しいというふうに思いますけども、先ほど来議論が
あった、私は事前着工だというふうに思います。企業支援の対策事業費ですよね。やっぱ
り借り入れを前提として株式会社パセオ、住宅を建てられるということなら、きっちり利
子補給についても議決された時点で工事をさばられるのが妥当ではないかというふうに私
は考えて、緊急の災害対策予算だけで対応されるべきではないかという意見を申し上げ
て、反対の討論といたします。
○議長（村上　正広君）次に、本案に対する賛成者からの発言を許します。
　１０番、古都勝人議員。
○議員（10番　古都　勝人君）同僚議員の反対という話もあったわけですが、私もいろい
ろとお話もさせていただきましたが、いわゆる住宅政策の中で、プロポーザルとかＰＦＩ
ということで建設がなされる経験がまだ３回、類似したものを入れて４回という状況の中
で、先ほど執行部のほうから説明がありましたように、そういった経験を生かして、次年
度に計画しておる９戸、９世帯分のときには十分この経験をいいほうに生かされて、いい
政策ができるのではないかということで、まだ３件ということで、いろいろと経験のない
部分があると思いますので、そういう観点で、今回はいいのではないかという意見を持っ
ております。以上です。
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○議長（村上　正広君）ほかにありませんか。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔討論なし〕
○議長（村上　正広君）討論を終結いたします。
　これより採決を行います。
　議案第６２号は、原案のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔賛成者起立〕
○議長（村上　正広君）起立多数であります。よって、本案は、原案のとおり可決されま
した。
　　　　─────────────・───・─────────────
○議長（村上　正広君）お諮りいたします。本臨時会に付議された案件は、以上をもって
全て議了いたしました。これをもって会議を閉じ、閉会といたしたいと思いますが、これ
に御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）今回、一般会計につきまして議決をいただきまして、ありがとう
ございました。私どもは今回住宅の問題もあるというふうに思っておりますけども、特に
災害対策というふうなことでの早急な予算が組めたということで理解をしております。
　１点、企画課長のほうから、今回いろいろありましたけども、私ども、議会だけではな
くて、特に施主の方、そして金融機関の方に御迷惑かけたというふうな認識を持っており
ますので、若干企画課長のほうから発言をさせますので、よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）實延企画課長。
○企画課長（實延　太郎君）失礼いたします。この場のお時間をおかりいたしまして、一
言申し上げたいと思います。
　６月定例議会以降、さまざまな方に対しまして御迷惑をおかけしてきたところでござい
ます。説明不足というところが何よりまた段取りをきちっと踏むというところを猛省して
おるところでございます。議会の皆様、そして施主の皆様、関係機関の皆様、そして金融
機関の皆様、多大な御心配、御迷惑をおかけしましたことに、この場をおかりしまして深
くおわび申し上げます。
　先ほど来お話しいただきましたことを糧に、今後の住宅施策、定住促進等に生かしてま
いりたいと思いますので、どうぞ御理解のほど、よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）以上をもって平成３０年第５回日南町議会臨時会の会議を閉じ、
閉会といたします。御協力ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　午前１１時２１分閉会
　　　　───────────────────────────────
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